
 

 

 

１ 商業科の目指すところ 

 〇「本物の商い」を学ばせ、社会の第一線で活躍できる人財の育成に力を入れています。 

〇地元企業や地元住民、地元大学等と連携・協働し、商業教育の特色づくりや魅力化を進めています。 

 〇地元香美市の特産品である生姜を使ったオリジナル商品を地元企業と協働して開発しています。 

 〇地元と協働して地元イベントや地域産業の発展に貢献し、地元を元気にする高校生を育成しています。 

 

２ 多くの賞をいただいたことで、生徒は自信と誇りをもって活動しています! 

 平成 29年度実績 ※過去には高知県地場産業大賞次世代賞を２度受賞 

〇産業教育入交太兵衛記念賞 〇高知工科大学地域連携機構長賞 〇四国高等学校生徒商業研究発表大会

優秀賞 〇四国コンテンツ映像フェスタ優秀賞・香西監督賞 〇商い甲子園で、【安芸｢釜あげちりめん

丼｣楽会賞】並びに【安芸市観光協会長賞】をダブル受賞 

 

３ 生徒たちは地元を元気にするため、積極的に地元と関わっています！ 

（１）地元のイベントに積極的に参加し、大人たちの心を動かしています！ 

私たちの情熱に共感した地元の大人たちから、商品開発や協働開発などの依頼が殺到しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

高知県立山田高等学校 

山田まんの PR ｷｬﾗｸﾀｰ「くろころ姫」⇒ 

土佐山田ショッピングセンターと無農薬の米や麦づ

くりを行い、商品開発や販売活動を実践 

「ほっと平山での収穫風景」 

南国ＳＡとコラボ 

生姜かき揚げカレー 

土佐龍馬の里からの依頼により 

土佐香味ねぎ MISOのパッケージを作成 



（２）地元の期待に応えるため、近隣の高校や産業界とコラボしています！ 

地元住民や地元企業からは「次は何をする？」「今度は、ぜひうちとコラボしましょう！」などのリクエス

トが多くなりました。また、同じ産業教育で学ぶ高知東工業高校生とコラボレーションすることにより、専

門性を生かした地域貢献活動の輪を拡げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地元の子どもたちへの支援を通して、生徒たちの目はキラキラ輝いています！ 

地元の幼稚園や小学校に出向き、高校生が取り組んできたことを披露することで、子どもたちのお手

本となっています。子どもたちから笑顔をもらい、高校生は生き生きと活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 成果と今後の展望 

〇商業科の活動を通して、地元企業に就職する生徒が増えました。若者が地元に残り、同じ志をもつ仲間を増

やし、地元を元気にすることが究極の地域貢献だと考えています。 

〇ロングセラー商品の開発を目指し、マーケティング理論に基づいた新商品の企画・開発ができたことは、生

徒や教員の成長につながったと確信しています。 

◆今後も生徒たちを地元としっかり結び付けるとともに、今までの活動を更にブラッシュアップし、今まで以

上に地元を愛する「商業魂」をもった生徒を育てていきたいと考えています。 

高知東工業高校と山田高校の生徒た

ちがコラボして「ビザ窯」を制作 

役目を終えたフラフを地元住民から頂き、リメイクし

たスーツを文化祭で披露（近隣の服飾教室とコラボ） 

高校三年生の山田まん 

発表記者会見の様子 

近隣の幼稚園で 

読み聞かせボランティア 

商い甲子園 

フラフのリメイク商品販売 

日曜市をリメイク 

フラフの日よけを設置 

地元イベントの「ゑびす昭和横丁」 

販売実習と読み聞かせボランティア 

現代の名工、島田和幸シェフとコラボ 

野菜の宝石スーツ制作 

地元小学校への 

プレゼンテーション指導 


